
 

 

 

 

 

 

  

   

 朝晩の冷え込みもあり、すっかり秋を感じ

るようになってきました。秋は過ごしやすい季

節でもありますが、寒暖の差も激しいので、油

断して風邪でもひかないようにしないといけま

せん。皆様、どうぞ体調に気をつけて下さい。 

さて、親鸞聖人７５０大遠忌の本山参拝も終

えましたが、本山にお参りした時など、変わっ

た法衣を着ている僧侶を見かけることもありま

す。数年前より、浄土真宗には、カラー法衣な

るものができました。地方には普及していませ

んが、本山にはカラー法衣を着る方もおられる

のです。葬儀や法要等で着る色衣といわれるも

のは、荘厳の意を用いるた

め、カラフル色彩のものも

ありますが、普段に着る法

衣は、黒色と思われている

ことでしょう。 

現在のカラー色は、茶色、緑色、赤色の３色

で、どれも原色ではなく、やわらかい色合いに

なっています。 

色の法衣ができた理由は、この黒色では困る

場があると言うのです。それは、病院または病

気と闘っている人と会う時などということです。

私も昔、先輩僧から、「病院に法衣で行くと冷

ややかに見られるから気をつけなさい」と言わ

れたことがあります。あくまで、一般的な話に

なるのですが、黒色の法衣を見ると、死を連想

してしまうということだそうです。 

その様なことにて、特に命の末期を向かえた

方などに、配慮をしていきたいという方針で、 

 

 

 

 

 

 

 

 

このカラー法衣が、出来上がったそうです。 

これに対して、以前にアメリカの宗教事情に

ついて、記事になっていました。日本では行わ

れていない仕組みですが、アメリカには、チャ

プレンという方がおられて、病院などにて、命

が終わっていく時、その依り所となる宗旨の教

えを聞いていく機会があるそうです。 

当然のこと、キリスト教徒が中心のようです

が、地域によっては、仏教僧侶のチャプレンの

方がおられ、病室で、法衣を着て患者さんと向

かい合っていかれるそうです。 

それから、この前の東北の大震災において、

作家であり、僧侶である瀬戸内寂静さんが、こ

んなことを話されていました。 

「今まではね、この法衣姿で病院にお見舞い

に行くと、ドキッとされたのです。ところが被

災地にこの姿で行くと、ホッとされるんです。

私だと気がつかなくても、お坊さんが来てくれ

たということが、死ぬということを連想するん

じゃなくて、頼りになるという感じがするんで

すね。」と 

生きることが、あたりまえである場合、死の

存在は無用で嫌うべきものでしかありません。

しかし、生死の姿を目の当たりにする時、仏さ

まのみ教えが、大切なご縁であることに、気づ

かされます。  

         「釋 芳英」 

 

 

            

安楽寺だより   

煩 悩 に ま な こ さ へ ら れ て  

 摂 取 の 光 明 み ざ れ ど も  

大 悲 も の う き こ と な く て  

 つ ね に わ が 身 を て ら す な り  「高僧和讃」 
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